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KITAHAMA干
message 

KITAHAMA PLUSは創刊して丸5年。

ビジネス法務の最前線で働く弁護士がお届けする

「今、企業にとって必要なリーガル情報」という

コンセプトで刊行してまいりました。

読者の皆様のおかげで20号という節目を迎えることができ

心より感謝しております。

これを機に、表紙をリニューアルし新しい顔になりました。

北浜法律事務所の持ち味である

「風通しの良さ」「専門性」「総合力」を感じていただけたら嬉しいです。

これからも厳選したリーガル情報をお届けしてまいりますので

今後ともよろしくお願い申し上げます。

V 
弁護士法人北浜法律事務所代表

北浜グループ CEO

森本宏

よ公



ビジネスと人権

対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

と
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
に
も
き
め
細
か
く

専
門
家
と
連
携
し
て
チ
ー
ム
ア
ッ
プ
す
る
こ

対
応
す
る
こ
と
が
実
務
上
の
要
請
と
な
り
ま

す
が
、
我
々
が
ハ
プ
と
な
っ
て
所
内
外
の
各

グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
範
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。

河浪洞弁護士
Jun Kawanami 

個
別
の
企
業
活
動
に
照
ら
し
た
法
律
問
題
に

ま
た
、
人
権
や
E
s
G

の
理
解
を
ベ
ー
ス
に

論
は
海
外
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

中
嶋
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
を
巡
る
近
時
の
議

瓢

と
を
強
く
お
す
す
め
し
ま
す
。

Profile 

2012 年大阪大学法学部法学科卒業。 2013 年弁護士登録。

2020年ハーバード大学ロースクール修了 (LLM) 。紛争解決と

M&Aを中心に、国内外の企業法務を取り扱う。社会課題の解

決に取り組む企業が持続的に利益を生み出し続けるための法

的サポートをライフワークとしており、近年は企業のESG対応、
特に「ビジネスと人権」に関する助言を多くの企業に対して

行っている。

要
性
が
高
い
の
で
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
こ

項
に
つ
い
て
は
法
的
な
側
面
に
注
意
す
る
必

等
に
依
頼
し
て
い
る
企
業
も
、
特
に
契
約
条

の
予
防
や
是
正
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
目
的

ヤ
ー
に
対
し
て
自
社
の
行
動
規
範
の
遵
守
を

河
浪

普
段
人
権
関
係
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

的
な
H

的
は
被
害
者
側
か
ら
み
た
人
権
課
題

中
嶋
契
約
条
項
に
関
し
て
は
、
サ
プ
ラ
イ

す
。

河
浪
企
業
が
人
権
の
尊
重
に
取
組
む
本
質

が
り
ま
す
。

上
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

労
働
環
境
改
善
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
つ
な

に
押
し
付
け
る
こ
と
は
、
独
禁
法
、
下
請
法

中嶋隆則弁護士
Takanori Nakajima 

き
な
い
リ
ス
ク
、
強
制
労
働
が
介
在
す
る
製

品
の
輸
人
が
規
制
さ
れ
る
リ
ス
ク
な
ど
が
あ

り
ま
す
ね
。

す
く
な
っ
た
り
、
優
秀
な
人
材
の
獲
得
・
定
着
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
リ
ス
ク
や
負
担
を
一
方
的

な
ら
ず
、
実
際
に
E
s
G

投
融
資
を
受
け
や

規
模
や
交
渉
力
に
大
き
な
差
が
あ
る
場
合
、

応
募
要
件
を
満
た
せ
ず
公
共
調
達
に
参
加
で

シ
ョ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
の
み

入
者
側
企
業
に
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
特
に

前
に
人
権
尊
重
の
取
組
み
状
況
を
調
査
さ
れ

る
こ
と
で
新
規
取
引
の
機
会
喪
失
、
入
札
の

き
ち
ん
と
取
組
む
こ
と
で
、

レ
ビ
ュ
テ
ー

に
照
ら
せ
ば
、
人
権
D
D

の
実
施
責
任
は
購

と
な
り
ま
す
。
逆
に
、
企
業
が
人
権
尊
重
に

方
で
、
近
時
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

Profile 

襲
2008年京都大学法科大学院修了。グロ＿バルM&A、コ＿ボレ＿

ト、国際関係法務などの案件を専門に担当。米国留学中は、海外

M&Aの実務を学び、国際人権や国際環境法におけるソフトロ＿

を中心としたグローバルな規範についても見識が深い。世界のト

レンドとサステナビリティを踏まえた企業のピジネス展開、コ＿

ポレートガバナンス改革等をサポートしている。また、紛争や刑事

事件などの案件にも積極的に取り組んでいる。

除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
売
上
の
滅
少
、
取
引

た
場
合
の
ダ
メ
ー
ジ
は
非
常
に
大
き
な
も
の

が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
他

中
嶋
例
え
ば
、
既
存
顧
客
か
ら
契
約
を
解

上
を
招
き
不
買
運
動
や
抗
議
運
動
が
お
こ
っ

に
損
害
賠
償
や
契
約
解
除
が
で
き
る
建
付
け

て
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
ら
告
発
・
訴
訟
さ
れ
た
り
、
S
N
S

で
炎

な
い
こ
と
を
表
明
保
証
さ
せ
、
違
反
の
場
合

取
組
み
を
し
な
い
場
合
の
不
利
益
は
、
極
め

も
つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
N
G
o

な
ど

ン
全
体
に
つ
い
て
人
権
侵
害
や
法
令
違
反
が

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
権
尊
重
の

を
見
誤
る
と
中
長
期
的
に
は
経
営
リ
ス
ク
に

義
務
付
け
た
り
、
川
上
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

社
内
規
程
を
人
権
の
観
点
を
踏
ま
え
て
改
訂

人
権
尊
重
の
取
り
組
み
を
し
な

し
場
合
の
不
利
益
と
は
？

ヽ

企
業
が
直
面
す
る
人
権
問
題
の
本
質
と
は
？

か
ら
人
権
対
応
を
求
め
ら
れ
た
サ
プ
ラ
イ

河
浪
既
に
人
権

D
D

を
実
施
し
て
い
る
企

し
な
く
と
も
直
ち
に
罰
則
が
課
さ
れ
る
と
い

河
浪
私
は
、
例
え
ば
、
人
権
方
針
の
策
定
や
、

築
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
り
、
大
口
取
引
先

い
ま
す
。

河
浪
現
状
、
日
本
で
は
人
権

D
D

を
実
施

よ
う
な
相
談
を
受
け
ま
し
た
か
？

問
題
を
対
象
に
含
む
救
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構

企
業
は
速
や
か
に
対
応
に
着
手
す
べ
き
と
思

す
。

た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
こ
れ
ま
で
に
ど
の

充
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
人
権

わ
な
い
中
小
企
業
も
含
め
、
対
応
が
ま
だ
の

員
を
増
や
し
て
い
く
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

と
人
権
に
関
す
る
相
談
が
一
気
に
増
え
て
き

中
嶋
私
は
、
既
存
の
内
部
通
報
制
度
を
拡

お
く
必
要
が
あ
り
、
特
段
の
開
示
義
務
を
負

イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
た
頃
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス

新
の
判
例
や
動
向
を
調
べ
て
対
応
し
ま
し
た
。

ド
が
変
容
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て

口
や
社
内
研
修
等
を
通
じ
て
、
部
門
間
の
認

識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
、
腹
落
ち
し
た
社

0
2
2

年
9

月
に
日
本
政
府
が
人
権
尊
重
ガ

受
け
た
と
き
に
は
、
英
国
弁
護
士
と
共
に
最

実
質
的
に
も
企
業
が
な
す
べ
き
ス
タ
ン
ダ
ー

大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
弊
所
は
、
相
談
窓

る
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
特
に

2

英
国
現
代
奴
隷
法
の
解
釈
に
つ
い
て
質
問
を

こ
う
し
た
開
示
規
制
が
先
行
し
て
い
ま
す
が

か
に
よ
っ
て
、
取
組
み
の
具
体
性
や
効
果
は

の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
人
権
問
題
に
着
目
す

問
を
受
け
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
例
え
ば

権
D
D

に
着
手
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

む
意
義
を
し
っ
か
り
と
腹
落
ち
で
き
て
い
る

で
も
、
社
会
に
お
け
る
人
権
に
関
す
る
意
識

ま
た
、
海
外
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
つ
い
て
ご
質

既
に
多
く
の
上
場
会
社
が
何
ら
か
の
形
で
人

や
各
部
門
を
統
括
す
る
方
が
人
権
に
取
り
組

様
々
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

き
に
都
度
ご
質
問
を
受
け
た
り
し
ま
し
た

び
取
組
」
欄
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
も
受
け
て

組
み
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
経
営
ト
ッ
プ

自
治
体
・
企
業
•
N
G
o

等
色
々
な
レ
ベ
ル
で

を
担
当
し
て
い
る
企
業
の
方
か
ら
困
っ
た
と

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
考
え
方
及

あ
り
、
企
業
に
お
い
て
は
部
門
横
断
的
な
取

G

と
い
っ
た
言
葉
が
す
っ
か
り
定
着
し
、
国

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス

（
以
下
「
人
権
D
D

」
)

府
令
の
改
正
に
よ
り
有
価
証
券
報
告
書
に

が
何
ら
か
の
人
権
課
題
を
抱
え
る
可
能
性
が

中
嶋

昨
今
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や

E
s

す
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
、
人
権
デ
ュ
ー

う
に
な
っ
た
こ
と
や
、

2
0
2
3

年
の
開
示

突
き
詰
め
て
い
け
ぱ
企
業
活
動
の
ほ
と
ん
ど

策
定
及
び
取
組
み
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
よ

中
嶋
人
権
は
包
括
的
な
概
念
で
す
の
で

ヤ
ー
側
企
業
の
体
制
構
築
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

M
&
A
の
際
の
法
務

遵
守
を
超
え
た
領
域
を
調
査
対
象
に
含
め
る

事
案
が
出
て
き
て
お
り
、

M
&
A
の
文
脈
で

さ
れ
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
基
本
方
針
の

業
も
、
発
見
し
た
人
権
課
題
の
予
防
や
是
正

人
権
方
針
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
必
要
が
な

固
有
の
事
情
を
き
ち
ん
と
検
討
し
、
直
近
の

国
内
外
の
法
規
制
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
踏
ま

え
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
嶋

2
0
2
1

年
に
C
G

コ
ー
ド
が
改
訂

相
談
も
増
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た

も
多
数
受
講
い
た
だ
き
、
中
小
企
業
か
ら
の

目
で
は
自
社
や
自
社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

講
師
も
務
め
ま
し
た
。
地
方
の
士
業
の
方
に

的
な
対
応
を
し
て
し
ま
っ
た
企
業
は
、
二
巡

の
他
、
弁
護
士
や
公
認
会
計
士
向
け
の
研
修

す
。

一
巡
目
で
は
他
社
の
様
子
を
見
て
表
面

河
浪
私
は
、
企
業
担
当
者
の
た
め
の
研
修

を
ま
わ
す
継
続
的
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

も
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

と
い
う
も
の
で
は
な
く

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

も
そ
も
、
人
権
D
D

は
、
一
回
や
れ
ば
良
い

い
か
、
を
点
検
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ

を
開
示
依
頼
に
含
め
た
り
、
最
低
限
の
法
令

D
D

に
お
い
て
、
E
s
G

に
関
す
る
取
組
み

先
と
の
契
約
書
を
見
直
す
必
要
が
な
い
か

に
き
ち
ん
と
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
取
引



連
で
承
認
さ
れ
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関

C
S
D
D
D

は
、
2
0
1
1

年
6

月
に
国

国
は
C
S
D
D
D

に
合
わ
せ
た
法
改
正
が
必

よ
う
に
、
類
似
の
法
規
制
を
有
す
る
欧
州
の

業
は
優
良
企
業
と
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い

す
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
対
応
で
き
る
企

配
慮
し
続
け
る
に
は
負
担
や
困
難
を
伴
い
ま

ジ
ネ
ス
と
人
権
」
の
重
要
な
指
標
と
な
る
で

緊
迫
す
る
世
界
情
勢
に
お
い
て
、
人
権
に

か
り
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
応
だ
け
で
は
怪
我
の
元
で
す
か
ら
、
し
つ

く
な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
土
壇
場
で
決

ば
、
相
応
の
責
任
を
負
い
ま
す
。
表
面
的
な

優
良
企
業
の
証
？

本
年
4

月

2
4日
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
欧

デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
指
令
（
「
C
S

D
D
D

」
)
が
欧
州
議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

民
間
部
門
へ
の
重
い
責
任
に
対
す
る
反
発
等

に
よ
り
駆
け
引
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
欧
州

議
会
が
右
傾
化
し
て
し
ま
え
ば
採
択
で
き
な

着
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
欧
州
に
限

ら
ず
全
世
界
に
お
い
て

C
S
D
D
D

が
「
ビ

し
ょ
う
。
ド
イ
ツ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・

デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
法

(
L
k
s
G
)の

要
と
な
り
ま
す
。

す
る
指
導
原
則
」
に
準
拠
し
つ
つ
、
人
権
・

環
境
D
D

等
の
各
種
法
的
義
務
や
罰
則
を
導

入
し
ま
す
。
直
接
適
用
を
受
け
ず
と
も
、
適

各
種
契
約
書
の
表
明
保
証
条
項
等
を
通
じ

て
、
C
S
D
D
D

対
応
済
み
で
あ
る
と
謳
え

で
し
ょ
う
か
。

の
企
業
は
、
対
応
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

用
を
受
け
る
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上

叶
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー

対
応
で
き
る
の
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に

緊
迫
す
る
世
界
情
勢
下
に
お
い
て
、

企
業
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

中亮介弁護士 Ryosuke Naka 

総合商社への出向等を通じてクロスボーダーの取

引を数多く担当。米国及びドイツヘの留学からの帰

国後は、ヨ＿ロッパ・プラクティス・グル＿プの一員

として、インバウンドアウトバウンド双方向の支援に

注力。IT・システム開発紛争、個人情報保護、コーポ
レート業務一般の他、販売店契約等の交渉、独禁
法・競争法、倒産法等の分野でも実践を積んでいる。

Profile 

回閲予回
珈駆
謡深
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ビジネスパーソンの休憩時間

` 

• 
法務 Troubleshooti ng

企業の人権尊重対応で注目される

フランスの「注意義務に関する法律」

................................................ 

欧州コーポレート・サステナビリティ・デュー・ディリジェンス指令 (CSDDD) が2024年4
.......................................... 

月 24 日に採択されたことから、フランスの親会社及び発注企業の「注意義務に関する法
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おすすめ ロンドンの美術館＆博物館

而
一

今、人権侵害を撲演する動きは

世界中で起こっています．I
............................ • 

川田由貴弁護士の

オススメ

観光

Queen Mary University of LondonのLLMへの留学を終え復帰しました。大学院では、

Sustainability and Corporationというモジュールも履修したのですが、毎回、日本を含む

様々な国からの留学生が活発に議論していて、サステナビリティヘの世界的な関心が高

まっていることを実感しました。大学院での勉強の傍ら、休日にはロンドン観光も楽しみま

した。私のロンドンのお勧めスポットは、無料またはリーズナプルな入場料で楽しめる美術

館・博物館です。大英博物館やナショナルギャラリーの他にも、テートブリテン、コートール

ド美術館、ウォレスコレクション、自然史博物館、 V&A美術館など、名画や化石、美術品を

間近で堪能できるスポットが沢山あります。ロンドンに行かれる機会があれば、ぜひ訪れて

みてください。

川田由貴弁護±
Yuki Kawata 
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暑回CK回

生川美弥子弁護士
フランス共和国、米国ニューヨーク州、日本での弁護士資

格（第二東京弁護士会）を持つ。2012年北浜法律事務所

入所。ヨーロッバ・プラクティス・グループ責任者。長年の

海外勤務の経験をベースに、コーボレート・コンプライア

ンス、 M&A、知的財産・アート、環境訴訟・仲裁等国際

紛争等渉外全般を取り扱う。幅広い欧州でのネットワー

クを生かし、 GDPRなど、データプロテクションに対応。

Miyako Ikuta 

Profile 

霧回啜界
同
i

金田蔵人外国弁護士（フランス）
フランス弁護士として、フランス企業との商業取引契約やフ

ランス企業の日本子会社におけるコンブライアンス・契約書

に関するアドバイスの経験が豊置。また自動車、流通・小売、

食品、製造業などの日仏企業を当事者とするクロスポーダー

M&Aにも関与。パリ行政高等裁判所、フランス司法最高裁判

所、パリ司法高等裁判所での知見を活かし、フランス・ヨー

ロッパ競争法に関する業務の専門家としての活躍している。

Claude Kaneda 

Profile 

璽回庄啜E


